
20
㎞
の
道
の
り
を
歩
い
て

掩え
ん

体た
い

壕ご
う

作
り
に
通
い
ま
し
た

昭和５年生まれ。88 歳。南町出身
藤
ふじ

井
い

 イクエ さん（旧姓：重久）

１
か
月
間
の
掩
体
壕
作
り

　

昭
和
19
年
、
当
時
私
は
14
歳
で
高

山
高
等
女
学
校
の
１
年
生
で
し
た
。

　

夏
休
み
の
１
か
月
間
は
、
笠
野
原

飛
行
場
の
掩
体
壕
作
り
の
勤
労
奉
仕

に
行
き
ま
し
た
。
南
町
の
自
宅
か
ら

飛
行
場
ま
で
は
片
道
10
㎞
以
上
。
移

動
手
段
が
無
か
っ
た
の
で
、
女
学
校

の
友
人
と
５
～
６
人
く
ら
い
で
歩
い

て
通
い
ま
し
た
。

　

飛
行
場
で
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
ひ

た
す
ら
土
運
び
を
し
ま
し
た
。
竹
を

編
ん
で
作
っ
た
「
も
っ
こ
」
に
土
を

乗
せ
、
コ
の
字
型
の
掩
体
壕
を
作
っ

て
い
る
場
所
ま
で
運
ぶ
作
業
。
周
り

の
状
況
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
残
っ
て
い
る
掩
体
壕
の
近
く

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

中
、
頭
に
か
ぶ
る
物
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
体
調
不
良
を
訴
え
る
人

や
文
句
を
言
う
人
は
一
人
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
指
示
さ
れ
た
こ
と
を

黙
々
と
や
る
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の

時
代
だ
っ
た
の
で
す
。

空
襲
で
奪
わ
れ
た
命

　

昭
和
20
年
、
自
宅
に
は
自
分
た
ち

で
掘
っ
て
作
っ
た
直
径
１
ｍ
ほ
ど
の

防
空
壕
が
あ
っ
た
ほ
か
、
近
く
の
山

に
は
大
人
数
が
入
れ
る
防
空
壕
が
あ

り
、
空
襲
警
報
が
鳴
る
と
す
ぐ
さ
ま

逃
げ
込
ん
で
い
ま
し
た
。
爆
弾
が
落

ち
る
と
、「
ド
ー
ン
！
」
と
い
う
地

響
き
の
よ
う
な
大
き
な
音
と
揺
れ
が

起
き
て
い
ま
し
た
。

　

空
襲
で
私
の
周
り
で
は
３
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
の
１
人
は

16
歳
の
女
性
。
父
親
が
戦
死
し
、
家

計
を
支
え
る
た
め
に
野
里
で
駅
員
と

し
て
働
い
て
い
た
人
だ
っ
た
の
で
、

余
計
に
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。

　
平
和
な
世
の
中
を
願
っ
て

　

終
戦
後
は
、
食
糧
不
足
な
ど
で
苦

し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
私

の
願
い
は
、
戦
争
の
無
い
平
和
な
世

の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
、
た
だ
そ
れ

だ
け
で
す
。
戦
争
を
経
験
し
て
い
な

い
人
に
私
た
ち
が
体
験
し
て
き
た
こ

と
を
伝
え
る
の
は
と
て
も
難
し
い
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
。

記憶の中の飛行場
～海軍航空隊笠野原基地～

　あまり知られてはいませんが、かつて、笠之原町とその周辺には海軍の基地がありました。

　「笠野原飛行場」は、50ha の土地を農家から借り上げ、大正 11 年に民間飛行場として誕生。昭和 16 年の真珠

湾攻撃に参加していた第２航空戦隊艦爆撃隊もこの飛行場を使用していました。

　終戦後は、農地として無償で払い下げられ、飛行場跡には宅地や畑が広がっています。また、当時の記録資料

等は処分されてしまい、今ではほとんど残っていません。

　民家や田畑が並ぶこの地で、住民はどのように生活していたのでしょうか。当時の様子を知る人たちの証言を

元にその記憶をたどります。	 問市ふるさと PR課　℡ 0994-31-1121

　米軍機が初めて市内を空襲した日に笠野原基地上空西側から撮影した写真（昭和 20年３月 18 日）。

【当時の写真等を基に作成した見取図】

弾薬庫 補助滑走路

滑
走
路

誘導路

格納庫

敷地内には東西・南北に１本ずつ滑走路が有り、昭和 20 年
１月には零戦 72 機が、同年４月の特攻機による「菊水作戦」
展開の時には 184 機が配置されたといわれています。

掩
体
壕

コ
の
字
型
掩
体
壕兵舎

笠野原国民学校
（現・笠野原小学校）

記憶の中の飛行場 ～海軍航空隊笠野原基地～

※各施設の配置や数は実際と異なる場合があります。

68
年月日等 内　　容

大正 11 年 訓練や連絡等に使用した大
た

刀
ち

洗
あらい

陸軍飛行場（福
岡県）の離着陸用の民間飛行場として誕生。

昭和 11 年
４月 28 日

飛行場の名称が海軍によって「笠野原飛行場」
と定められる。

昭和 20 年
３月 18 日

米軍による集中爆撃を受け、壊滅的な被害を受
ける。

終戦後 農地として無償で払い下げられる。

笠野原飛行場の歩み

地下道
入口

永田 良吉 氏（初代鹿屋市長）

　大姶良村議会議員時代の大正６年に、
鹿児島市の飛行会を観覧した際に「これ
からの戦争は飛行機が勝敗を決める」と
直感し、飛行場の誘致に尽力。このこと
が、後に「ヒコーキ代議士」と呼ばれる
きっかけとなりました。

現在の
農免道路

至笠野交差点 至吾平町
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